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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。
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新春対談新春対談新春対談

川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！ P.3P.3P.3観光大使と語る 行田の魅力観光大使と語る 行田の魅力観光大使と語る 行田の魅力

P.2P.2P.2年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

利 根 大 堰利 根 大 堰利 根 大 堰
ととと ねねね おおおおおお ぜきぜきぜき

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

水
みず

資
し

源
げん

機
き

構
こう

が管
かん

理
り

する利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

は、長
なが

さ約
やく

500
メートル、12の水

すい

門
もん

などからなる堰
せき

で、昭
しょう

和
わ

43年
ねん

に完
かん

成
せい

したんだ。
　この堰

せき

は、東
とう

京
きょう

都
と

をはじめ首
しゅ

都
と

圏
けん

の水
みず

不
ぶ

足
そく

を解
かい

消
しょう

するために建
けん

設
せつ

したもので、武
む

蔵
さし

水
すい

路
ろ

や見
み

沼
ぬま

代
だい

用
よう

水
すい

路
ろ

などを通
とお

して、利
と

根
ね

川
がわ

の
水
みず

を送
おく

っているよ。ちなみに、利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

から水
すい

路
ろ

に送
おく

る水
みず

の量
りょう

は
1秒
びょう

間
かん

で最
さい

大
だい

137トン、小
しょう

学
がっ

校
こう

の25メートルプールが2秒
びょう

ほどで一
いっ

杯
ぱい

になるというから、ものすごい量
りょう

だね。
　また、河

か

川
せん

敷
じき

には「大
おお

堰
ぜき

自
し

然
ぜん

の観
かん

察
さつ

室
しつ

」があって、魚
ぎょ

道
どう

をのぼる
アユやサケの様

よう

子
す

を目
め

の前
まえ

で見
み

ることができるよ。河
か

川
せん

敷
じき

から眺
なが

める利
と

根
ね

大
おお

堰
ぜき

はとても雄
ゆう

大
だい

だから、みんなで見
み

に来
き

てくださいね。

12月12日、西小学校1年生の児童が昔の遊びを体験
しました。この日、児童らが体験した遊びは「こま回し」や「羽根突き」、
「お手玉」など7種類。講師は、ＮＰＯ法人ふるさと創生クラブの皆さ
んが務めました。普段の生活では体験できない遊びとあって、興味津々
な様子の児童たち。講師の手ほどきを受けながら、元気いっぱいに昔
の遊びを堪能していました。

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

埼
玉
古
墳
群
の
規
格
、
築
造
順
序
に
つ
い
て

行田

歴
史
系
譜

10

238

　

東
日
本
随
一
の
規
模
を
誇
る
埼
玉
古
墳
群
は
、

9
基
の
大
型
古
墳
が
密
集
し
て
築
か
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
、
そ
の
う
ち
の
8
基
が
前
方
後

円
墳
と
呼
ば
れ
る
平
面
形
が
鍵
穴
に
似
た
形
の

古
墳
で
す
。

　

こ
の
8
基
の
う
ち
、
将
軍
山
古
墳
以
外
の
7

基
は
、
大
き
さ
は
違
う
も
の
の
形
が
似
通
っ
て

お
り
、
同
じ
規
格
に
基
づ
い
て
築
か
れ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
図
は
、
こ
の
7
基
の
中
で
最
初
に
築
か

れ
た
稲
荷
山
古
墳
と
、
一
番
大
き
な
二
子
山
古

墳
の
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府
に
あ
る
大
仙
古

墳
（
仁
徳
天
皇
陵
）
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

実
際
の
大
き
さ
（
全
長
）
は
稲
荷
山
古
墳
が
大

仙
古
墳
の
約
4
分
の
1
、
二
子
山
古
墳
が
稲
荷

山
古
墳
の
約
8
分
の
9
と
大
き
く
違
い
ま
す
が
、

形
は
よ
く
似

て
い
ま
す
。

埼
玉
古
墳
群

の
前
方
後
円

墳
の
大
半
は
、

大
仙
古
墳
と

同
じ
規
格
に

基
づ
い
て
大

き
さ
を
変
え

て
造
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に

古
墳
の
規
格

の
点
で
も
埼
玉
古
墳
群
と
近
畿
地
方
と
の
関
連

が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
の
発

掘
調
査
で
、
現
在
の
古
墳
の
形
は
築
か
れ
た
当

初
と
比
較
し
て
風
雨
な
ど
で
崩
れ
て
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
将
来
こ
う
し
た

見
解
が
変
わ
る
可
能
性
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

9
基
の
大
型
古
墳
の
築
か
れ
た
順
序
に
つ
い

て
も
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
稲
荷
山
古
墳
が
最

初
に
築
か
れ
た
古
墳
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
次
に
築
か
れ
た
古

墳
が
丸
墓
山
古
墳
で
あ
る
の
か
、
二
子
山
古
墳

で
あ
る
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
二
子
山
古
墳
の
発
掘
調
査

の
成
果
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
古
墳
の
築
か
れ
た
順
序
に
つ
い
て

は
、
近
年
古
墳
出
土
の
埴は

に

輪わ

と
そ
の
多
く
を
焼

い
た
鴻
巣
市
の
生お

生い
ね

塚づ
か

埴
輪
窯
の
詳
細
な
分
析
・

対
比
か
ら
、
瓦
塚
古
墳
、
奥
の
山
古
墳
、
愛
宕

山
古
墳
、
将
軍
山
古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
、
中
の

山
古
墳
の
順
と
す
る
説
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
将
軍
山
古
墳
と
鉄
砲
山
古
墳
の
前
後
関

係
な
ど
、
未
確
定
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

堀
の
形
に
つ
い
て
も
、
近
年
の
発
掘
調
査
で

奥
の
山
古
墳
が
二
重
堀
、
鉄
砲
山
古
墳
が
三
重

堀
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
埼
玉
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、日
々

調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
発
見
と
新

た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

大仙古墳と稲荷山古墳、二子山古墳との墳形比較

大
仙
古
墳

大
仙
古
墳

稲
荷
山
古
墳

二
子
山
古
墳


